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１．はじめに 

＊社会学における「社会統合（social integration）」：デュルケームからパーソンズへ 
＊ＡＧＩＬ図式における「Ｌ（Latent Pattern Maintenance）」：アジア社会は存在する

か？ 
＊「アジア的価値」をめぐる４つの立場：不在論、存在論、（消滅論、生成論） 
＊「アジア的価値」とアジア統合：焦点としての「域内連携（regional alliance）」 
 
２．データの形状と分析視角 
＊世界価値観調査（World Value Survey） http://www.worldvaluessurvey.org/ 
 ・第３波調査（2000 年、18 歳以上：対象国 60）：アジアでは日本（1362）、インド（2002）、

インドネシア（1004）、韓国（1200）、中国（1000）、バングラデシュ（1499）、フ

ィリピン（1200）、ベトナム（995）が対象＜カッコ内はサンプル数＞ 
／ただし、域内連携についての質問はデータ非公開の第４波（2006 年）から 

＊アジア・バロメーター（AsiaBarometer Survey）https://www.asiabarometer.org/ 
・2006 年調査（20～69 歳、中国のみ 2000、他は 1000 サンプル） 
対象地域：日本、韓国、中国、台湾、香港、ヴェトナム、シンガポール 

 ・2007 年調査（20～69 歳、1000 サンプル） 
 対象地域：フィリピン、カンボジア、ラオス、タイ、マレーシア、インドネシア、 

（ミヤンマー） 
＊分析への問い：「アジアでは政治的な域内連携に関してどのような価値観・評価が抱か

れているか。そこにアジア的特徴と呼べるものが存在するか。また、これは、世代間で

継承されるようなものなのか」 
 
３．分析結果と解釈 
 1)「平和維持活動」と「途上国支援」では国連が、「環境保護」と「人権問題」では国

が、それぞれ中心となるべきだと思われている点では、アジアとその他の地域で大きな

差はない。ただし「難民対策」については各国で温度差があり、特段アジア的特徴とい

えるものはない（図 1-1、図 2-1、図 3-1、図 4-1、図 5-1）。 
 2)アジア内部についてみると、もっとも意見が分かれるのが「人権問題」である。中国、

香港、台湾、フィリピン、インドネシアといった国・地域では、これを国によって解決

すべきだと考える傾向があるのに対して、日本、韓国、カンボジア、シンガポールは国
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連の責任だと考える傾向が強い（図 5-2）。その他については、総じて似た特徴を示し

ている（図 1-2、図 2-2、図 3-2、図 4-2）。 
3)上記５つの連携のうち、「環境保護」について、一番地域的組織の意義を高く評価す

る傾向が見られる。ただし、香港とフィリピン（途上国支援）、ラオス（難民問題）に

ついては、その限りではない（図 6）。 
 4)アジア内連携については、若い者ほどこれを期待する声が高いが、その傾向は必ずし

も顕著であるとはいえない（図 7）。 
 5)アジア人意識は、ヴェトナム（86.9％）やカンボジア（78.6％）、ラオス（61.3％）、

シンガポール（62.2％）で高く、インドネシア（36.8％）、韓国（31.5％）、日本（19.6％）

で低い。アジア人意識は、総じて自国に対して誇りをもち、時に自文化中心主義的な特

徴を示す国で高くなっている（図 8-1）。 
 6)アジア人意識は、アジア内連携同様、若い人ほどこれを期待する声が高いが、その傾

向は必ずしも顕著であるとはいえない（図 8-2） 
 
４．要約と討論 
＊アジア統合への功利主義的アプローチ：人権問題よりは環境保護を全面に打ち出すべき 
＊アジアにおける価値変動：部分的収斂論（cross-convergence theory）の重要性 
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